
● 開 催 日 令和８年３月３日（火） 

● 場    所 クーポール会館（静岡市葵区紺屋町２−２） 

● 募集内容 茶の科学・産業及び文化に関するもの 

● 資    格 本会会員（新規加入者を含む）とし、１人１題とする。  
※ただし、学生に限り、本会会員の共同研究者がいる場合は応募を可能とする。 

● 投稿要領 一般発表希望者は、「発表申込書」及び「発表要旨」を所定の

期日までに投稿先まで送付する。 

● 発表要旨の書き方  Ａ４版図・表・写真等を含め、1 題 1 ページ 
・表題（演題名）：６０字まで（サブタイトル含む）で記載してください。 
・発表者・所属 ：演者・共同発表者の氏名、所属を記載し、筆頭演者に○印を付 

けること。また所属が異なる場合は、演者に番号をつけ番号ご 

とに所属を記載すること。 

・要     旨 ：目的、方法、結果、考察等の項目に分け、簡潔に記載する。 

英語以外の文字は、ＭＳ明朝、10.5 ポイント、全角で記載する。 

● 発表方法  
【口頭発表】 

・１題につき発表１５分（質疑応答を含む）の発表。 

（ただし、口頭発表 10 分、質疑応答及び準備・移動を５分） 

・発表補助機材として PC（ＯＳ：Windows11 ソフト：ＭＳ-ＰowerPoint2016）とプロジェ

クターポインターのみ事務局で用意します。その他は各自でご準備ください。 

・発表の順番は、事務局一任とさせていただきます。 

● 奨励賞の授与   
一般発表応募の中から、特に研究内容が優れているものには、奨励賞（副賞含む）

を交付する。 

ただし、奨励賞の対象は、３５歳（発表当日現在）以下で希望者とする。 

● 申込方法 

下記の発表申込書を記入の上事務局へお申し込みください。 

役員会において、採否を決定し、お知らせいたします。 

＜宛先（投稿先）＞〒420-0005 静岡県静岡市葵区北番町８１番地 

（公社）静岡県茶業会議所内 茶学術研究会事務局 担当：大倉 

   Tel 054-271-5271  Fax 054-252-0331 

E-mail shizucha@mail.wbs.ne.jp  
裏面につづく 



● 申込期限  令和８年１月３０日（金）１７時【必着】まで 
 

発 表 申 込 書 
※切り取らずそのままお送りください。 

（受付番号    ） 

演    題 

 

 

 

※６０字まで（サブタイトル含む） 

（ふりがな） 

演 者 氏 名 

（           ） 

 
年齢 

 

※発表当日現在 

所     属  

連  絡  先 

（勤務先住所） 

〒 

 

 

ＴＥＬ（                             ） 

ＦＡＸ（                            ） 

E-mail（                      ） 

奨 励 賞 

 １ 希望する 

 

 ２ 希望しない 

※ 募集案内のとおり、発表要旨を添付して提出すること。 

※ 年齢は、発表当日（令和８年３月３日）現在でご記入ください。 

※ 郵送、FAX での申込の場合は、テキストデータも併せて提出すること（発表要旨含む） 

 

◆発表要旨について 

（様式設定：文字数48 文字×行数41 行、 余白：上18mm、下16mm、右20mm、左20mm フォント 10．5） 

※ 郵送、FAX での申込の場合は、テキストデータも併せて提出すること 

※ 別紙 「発表要旨 記入例」を参考 



別紙 発表要旨 記入例 

テアニン高含有緑茶抹摂取による高齢者の認知症予防効果とその作用機序について 

○角田隆巳１）、片岡洋祐２）、宇都宮一泰３）、金原紀章１）、片岡喜由４）、米田幸雄５） 

１）（株）伊藤園生産本部、２）（独）理化学研究所分子イメージング科学研究センター、３）（医）順風会天山病院、

４）（社）白寿会介護老人保健施設れんげ荘、５）金沢大学医薬保健研究域薬学系 

 

１．目 的 

高齢化社会を迎え、認知症患者の増加が大きな社会問題になってきている。認知症は、アルツハイマー型、脳

血管性、レビー小体病などがあるが、日本では、アルツハイマー型がやや多く、続いて脳血管性、およびそれら

の混合型が多いと言われている。他方、グルタミン酸は、記憶に関与する重要な神経伝達物質であるが、脳虚血

等の脳障害による細胞膜の脱分極により細胞外に過剰に放出されると脳神経細胞死を引き起こすことが知られて

いる。 

我々は、緑茶成分の一つであるテアニンが神経伝達物質であるグルタミン酸の類似化合物である点に着目し、自

然の農産物であるテアニン高含有緑茶抹摂取による高齢者の認知症予防効果について検討した４）。更に、テアニ

ンの神経細胞死保護作用の作用機序についても検討した。 

２．方 法 

医療法人順風会天山病院および関連の介護老人保健施設であるれんげ荘、西安、長安、在宅介護複合施設康復

センター星岡の入所者で、本試験の実施に関し十分な説明を行い、本人または家族より同意の得られた89名

（男性17名、女性72名）を対象とした。被験物質の摂取が認知機能に与える影響を調べた。試験物質は、テア

ニン含有量2.33% (w/w)、カテキン含有量7.95% (w/w)の緑茶葉を用いた。被験物質は、1日あたり朝昼夕に4

カプセルずつ、計12カプセル（緑茶抹2,040 mg/日）を12ヶ月間毎日摂取させ、認知機能の変化はその間の

HDS-R得点の変化から評価した。 

３．結 果 

（１）テアニン高含有緑茶抹群はプラセボ群と比較し、試験開始7ヶ月以降では11ヶ月を除いた全てのポイン

トで有意にHDS-Rの得点が高かった。 

（２）各群それぞれにおいて、各月のHDS-Rの平均値をプロットし、12ヶ月間の試験期間におけるHDS-Rの平

均値の傾きを検討した。その結果、非摂取群、プラセボ群ではそれぞれ-0.087、-0.116と負の傾きを示し

たが、テアニン高含有緑茶抹群では0.119と正の傾きを示した 

（３）各個人の12ヶ月間のHDS-Rの傾きを算出し、各試験群内での平均値をプロットした。その結果、プ

ラセボ群と比較してテアニン高含有緑茶抹摂取群では有意に高かった。以上の結果より、高齢者にお

いてテアニン高含有緑茶抹の長期間摂取は、プラセボ投与群に比べてHDS-R得点の低下を抑制するこ

とが示され、認知症の予防効果が示唆された。 

４．考 察 

テアニンは、AMPA、Kainateに対して非常に弱いながらもアンタゴニストとして作用することが示され、グル

タミン酸毒性に対する抑制作用が示唆された４）。この結果は、テアニンによる中大脳動脈梗塞による神経細胞死

をテアニンが抑制するという事実と一致する３）。更に、大脳皮質の神経細胞およびアストロサイトを用いた試験

において、[3H]グルタミンの取り込みに対してテアニンは濃度依存的に阻害することが明らかになった。 

（様式設定：文字数48 文字×行数41 行、 余白：上18mm、下16mm、右20mm、左20mm フォント 10．5） 

※郵送、FAX での申込の場合は、テキストデータも併せて提出すること 


